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JAOS MUD GUARD 
Installation Instructions 

Vehicle Application 

SUZUKI HUSTLER (19.12-) 

適応車種 ハスラー 19.12~ 

約0.5時間 
0.5-hours 

 

 

取付参考時間 
INSTALLATION TIME 

作業難度 
SKILL LEVEL 

①  パーツ交換/取付 

②   車体加工あり 
③  専門知識が必要 
④     分解整備 

必要工具 
TOOL 

スパナ(HEX10) 
プラスドライバー#2 
板ラチェット&プラスドライバービット#2 
ハサミ 
ライター 
定規 
 

マッドガード(フロント)取付要領書 

⑤ ⑥ ⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

⑯ 

部品構成 

構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 
① マッドガード本体 左右(図は運転席側) 

MUD GUARD Lh/Rh 1ea. 各1 ⑨ プッシュリベット 
PUSH RIVET 4 

② ブラケット 左右 
BRACKET Lh/Rh 1ea.  各1 ⑩ ワッシャーM8x18 

PLAIN WASHER M8 4 

③ ベルト吊りブラケット 
BELT BRACKET 2 ⑪ タッピングスクリューM5-25 

TAPPING SCREW M5-25 4 

④ 変換ステー 
CONVERSION STAY 2 ⑫ ワッシャーM5x18 

PLAIN WASHER M5 4 

⑤ トラスボルトM6-20 
CROSS RECESSED HEAD SCREW M6-20 6 ⑬ スピード ナット A 

SPEED NUT A 2 

⑥ トラスボルトM6-15 
CROSS RECESSED HEAD SCREW M6-15 2 ⑭ スピード ナット B 

SPEED NUT B 2 

⑦ ワッシャーM6x20 
PLAIN WASHER M6 6 ⑮ PPスペーサー 

PP SPACER 2 

⑧ フランジ付ロックナットM6 
HEX.FLANGE LOCK NUT M6 4 ⑯ ベルトアジャスター 

BELT ADJUSTER 2 

① ② 
③ 

④ 

このたびはJAOSマッドガードをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 
本書はマッドガードを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 
＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切保管してください。 ＞ 

Easy 

Moderately Easy 

Moderately Difficult 

Difficult 

⑪ ⑫ 

⑬ ⑭ 

⑮ 

運転席側 
助手席側 

※図は運転席側 
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取付要領 【作業は運転席側・助手席側共におこないます】 

１.クリップを取り外します。【図は運転席側】 
※図中や文中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を示しています。 

・インナーカバー、フェンダートリム、サイドシルカバーを取
り付けているクリップ(左図参照)を取り外します。 

 
取り外したクリップは再利用しません。 

2.スピードナットを取り付けします。【図は運転席側】 

➊サイドシルカバーをめくる 

➋鉄板部分(破線部)のサー
ビスホールに合わせ挿し込む 

⑬ スピード ナット A 
SPEED NUT A 

⑭ スピード ナット B 
SPEED NUT B 

裏向きに返す 

裏向きに返す 

3.ブラケットを取り付けします。【図は運転席側】 

② ブラケット 右 
BRACKET Rh 

⑮ PPスペーサー 
PP SPACER 

⑪ タッピングスクリューM5-25 
TAPPING SCREW M5-25 

※取り付けイメージ 

➊サイドシルカバーの縁をめくります。 
 
➋鉄板部分の取り付け穴に合わせ上部はスピードナッ

トA⑬、下部はスピードナットB⑭を差し込みます。 
 

スピードナットの裏表を間違えないでください。 

・下部のスピードナットB⑭を挿した箇所にPPスペーサー
⑮とブラケット②をあてがい、タッピングスクリューＭ5-
25⑪で固定します。 

サイドシルカバー 



B62#536F-7 

⑤ ⑦ 

4.マッドガードを取り付けします。【図は運転席側】 

➊ 

➊純正クリップで固定していた箇所にプッシュリベット⑨と
M8ワッシャー⑩を使用してマッドガードを固定します。 
プッシュリベット⑨のボタン状のピンを押し 

 
 
ピンがフランジ部を超えて深く入り込むとリリー

スして(外れて)しまうので注意してください。 

➊ 

⑩ 

⑨ 

➋ 

① 

⑪ 

⑫ 

➋ 

➋取り付け穴にマッドガード①→ワッシャーＭ5⑫の順に
重ね、タッピングスクリューＭ5-25⑪で固定します。 

➌ 

② 

➌ 

① 

➌マッドガードの上下左右のバランスを運転席側、助手
席側共に同じようになる様整えます。 
ブラケット②の位置をマッドガードの穴位置に合わせ調整
し、ブラケット②→マッドガード①→ワッシャーＭ6⑦の順に
重ね、トラスボルトＭ6-20⑤で固定します。 

ピ
ン
を
押
す  

フランジ部 

ピン 
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③ 

④ 

⑥ 

⑧ 

➊ 

初版 
第2版 

2020年9月18日 
2024年6月11日 

➊ベルト吊りブラケット③と変換ステー④を左下図の
様に組み合わせ、変換ステー側からトラスボルトM6-
15⑥を差し込み、ベルト吊りブラケット側からワッ
シャーM6⑦とフランジ付ロックナットM6⑧で固定し
ます。 

※助手席側は変換ステー④に組み合わせるベルト吊
りブラケット③の向きが逆向き(対称)となります。 

 
➋マッドガードを取り付けた部分より少し後方のサイド

シル裏側から覗き込み、サイドシルカバーを外側へ
引いた状態でフランジ部のサービスホールからトラスボ
ルトM6-20⑤を差し込みます。 

 
➌ ➋で差し込んだトラスボルトM6-20⑤を板ラチェット

を使用して固定し、フランジ付ロックナットM6⑧を締
め込み固定します。 

➋サイドシルカバーをめくる 
(外側へ引く） 

➋⑤ 

⑦ 

➋⑤ 

➌⑧ 

装着状態の確認 

装着後には必ず取付確認を行ってください。 
ボルト類の締め付け忘れなどにより本体が脱落する恐れがあり大変危険です。 
・全体の組付けが完了したらマッドガードを揺さぶり、異音がしないかを確認してください。 
・各ボルトの締め付け部をもう一度締め付け、増し締めされているかを確認してください。 

ベルトの通し方 ベルト末端の処理 

ライターであぶる 

余りをカット 

③ 

5.ベルト吊りブラケットを取り付けます。 

90㎜(弊社推奨値) 

・マッドガードのベルトをベルト吊りブラケット③へ取り付
けます。(下左図の「ベルトの通し方」参照) 

 
・ベルトの⻑さはベルトアジャスター⑯を使い90㎜に調
整します。(弊社推奨値) 

 
・調整した後の余ったベルトはハサミでカットし、ライター
などであぶり、ベルトがほつれない様処理をします。 

(下右図の「ベルト末端の処理」参照) 

⑯ 

➊ ➋ 


